
ＥＮＥＯＳ海外渡航支援事業報告書（留学渡航） 

 

        2026 年 9 月 29 日 

                            

 

                   工学部・工学研究科修士課程（どちらか○で囲む） 

                                      所属学科・専攻・回生   理工化学科 4 回生 

氏  名    大土呂 碧                                

 

 １．渡航期間           2025 年 10 月 1 日 から  2026 年 9 月 29 日 

 

 ２．渡航先（国・場所・機関等） 

 

    __ドイツ連邦共和国・カールスルーエ工科大学（KIT）化学・プロセス工学科________ 

 

    

３．留学で得られた成果（概要） 

 

_水衛生およびエネルギー分野の専門性を深めることを目的に、KIT の修士科目を合__ 

 

      _計 58 ECTS 履修した。水分野では、水処理技術や排水処理等を学び、水供給システ_ 

 

      _ムのシミュレーションやカールスルーエ市の下水処理場見学なども行った。これによ 

 

      _り上水から下水までの水循環を理論だけでなく、実際の設備や運用と結びつけて理解 

   

_することができた。加えて、学生団体 ‘Engineers Without Borders’に約 1 年間所属_ 

   

_し、ネパール農村部への水供給インフラ導入プロジェクトに参加した。授業で得た知_ 

  

_識を、実際の地域条件や維持管理上の制約を伴う課題に応用する経験を得た。______ 

 

      _エネルギー分野では、特に Power-to-X, 燃料電池などについて学んだ。キャンパス内 

 

     _の実験施設 ‘Energy Lab 2.0 では、大規模蓄電設備や水素製造・利用設備など。再生_ 

 

_可能エネルギーを電飾・合成燃料へと変換・貯蔵するための実証設備を見学すること_ 

 

_ができた。また、大型の大気中 CO2直接回収設備を実際に使う現場を見る機会もあり、 

 

_講義で学んだ技術が実用規模へ展開される過程を具体的に理解することができた。__ 

 

_またドイツ語の授業や、地域の語学練習イベントにも継続的に参加し、専門分野の学_ 

 

_修のみでなく、語学力も向上させることができた。_______________________________ 

 

４．奨学金の使途 

 

_渡航費及び現地活動費________________________________________________________ 


